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使用薬剤の薬価(薬 価基準)等 の二部改正にっいて

「使用薬剤の薬価(薬 価基準)」(平 成20年 厚生労働「省告示第60号 。以下 「薬価基準」

とい う。)及 び 「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づ き厚生労働大臣が定める

掲示事項等」(平 成18年 厚生労働省告示第107号 。以下 「掲示事項等告示」 とい う。)に
ついては、平成23年 厚生労働省告示第 号及び第 号 をもって改正 された ところですが、

その概要は下記の とお りです ので、貴管下の保険医療機 関、審査支払機関等に対 して周

知徹底 をお願い します。

記

1薬 価基準の一部改正 について

(1)薬 事法(昭 和35年 法律第145号)の 規定に基づ き製造販売承認 され、薬価基準へ

の収載希望があった新医薬品(内 用薬12品 目、注射薬5品 目及び外用薬1品 目)に

ついて、薬価基準の別表 に収載 した ものであること。

(2)(1)に より薬価基準の別表に収載 されてい る全医薬 品の品目数は、次の とお りで

あること。

区 分 り 内 用 薬 注 射 薬 外 用 薬 歯科用薬剤 計

品 目数 9,409 4,322 2,882 36 16,649

2薬 価基準の一部改正に伴 う留意事項について

ネキシウムカプセル10mg及 び同20mg(1)

本製剤は、使用期間が、胃潰瘍、吻合部潰瘍、逆流性食道炎(再 発 ・再燃 を繰

り返す逆流性食道炎 の維持療法を除 く。〉 においては、通常8週 間まで、十二指腸

潰瘍においては、通常6週 間まで、非び らん性 胃食道逆流症においては、通常4週



間まで と限定 されていることか ら、使用 にあたっては十分留意すること。

(2)リ オ ベ ル 配 合 錠HD及 び 同LD

① 効 能又 は効果

2型 糖 尿病(た だ し、 ア ログ リプチ ン安 息香 酸塩及び ピオ グリタゾン塩酸塩の併用に

よる治療が適切 と判断 され る場合に限る。)で あるこ と。

② 保 険適用 上の取扱 い

ア 糖尿病の診断が確立 した患者 に対 してのみ適用を考慮す ること。糖尿病以外 にも

耐糖能異常 ・尿糖陽性等 、糖尿病類似の症状(腎 性糖 尿、 甲状腺機 能異常等)を 有す

る疾患 があ るこ とに留意す ること。

イ 本製剤 を2型 糖 尿病治 療 の第 一選択薬 として用いないこと。

ウ 原則 として、既にア1コグ リプチ ン安 息香 酸塩(ア ログ リプチ ン と して1日25mg)及

び ピオ グ リタゾ ン塩 酸塩(ピ オ グ リタ ゾン と して1日15mg又 は30mg)を 併用 し状態 が

安 定 してい る場 合 、あるいはピオグ リタゾン塩酸塩(ピ オ グ リタゾ ン として1日15mg

又は30mg)単 剤 の治療 に よ り効果 不 十分 な場合 に、本製剤の使用を検:討す るこ と。
エ ア ロ グ リプ チ ン安息香酸塩の治療 により効果不十分 な場合 の本製剤の使用におけ

る有効性及び安全性 は確立 していない。

オ 本製剤投与中において、本製剤め投与がアログ リプチン安息香酸塩及びピオグ リ

タゾン塩酸塩の各単剤 の併用 よりも適切であるか慎重に判断すること。

(3)ボ ノテオ錠50mg及 び リカルボン錠50mg

本 製剤 は4週 間に1回1錠 服用す る製剤 であるため、平成24年9月 末 日までは1回1

錠の処方に限 り算定す ること。

(4)シ ンポニー皮下注50mgシ リンジ

本製剤 の使用上の注意に、「過去の治療 において、少な くとも1剤 め抗 リウマチ

薬 く生物製剤 を除く。)等 による適切 な治療 を行 っても、疾患に起因する明らかな

症状が残 る場合に投与す ること。」 と記載 されてい るので、使用に当たっては十分

留意す ること。

(5)キ ュ ビシ ン静 注 用350mg

本 製 剤 の 効 能 ・効 果 に 関 連 す る使 用 上 の注意 に 「本剤 は肺炎 に使 用 しない こ と。

[本 剤 は 肺 サ ー フ ァ ク タ ン トに結 合 し、不 活性化 され、る。]」 と記 載 され て い るの

で 、使 用 に 当たρ ては十分 留意 す る こ と。

3ア ダ リム マ ブ製 剤 に係 る留 意 事 項通 知 の一部 改正 につ いて

「アダ リムマブ製剤 の保 険 適用 上 の取扱 い につい て」(平 成20年6 ,月13日 保 医発0613

002号)の 記 の1の(4)を 次 の よ うに改 め る。

〈4)ア ダリムマブ製剤(ヒ ュミラ皮下注40mgシ リンジ0.8mL及 び同20mgシ リンジ0.4mL)

については針付注入器一体型のキッ トであるので、在宅 自己注射指導管理料を算

定す る場合 、注入器加算及び注入器用注射針加算は算定できない ものであること。

、4ジ ス ロマ ック錠250mgに 係 る留 意 事 項 通 知 の 一 部 改 正 に っいて

「使 用 薬剤 の薬価(薬 価 基 準)の 一 部 改 正 に っ い て 」(平 成12年5 ,月31日 保 険 発114

号)の 記 のIIの1を 次 の よ うに 改め る。

1ジ ス ロマ ッ クカ プ セ ル 小 児 用100mg、 ジ ス ロマ ッ ク細 粒 小 児 用 及 び ジス ロマ ック

錠250mgの 保 険適 用 上 の取 扱 い

本 製 剤 は 、3日 間 に 限 り算 定 で き る もの で あ るこ と。ただ し、 ジス ロマ ック錠250



mgに ついては、用法 ・用量に関連す る使用上の注意 に、「アジスロマイシン注射剤

による治療 を行った肺炎 に対 して、本剤に切 り替 える場合は、症状 に応 じて投与期

間を変更することができる。」 と記載 され てい るので、肺炎 に対 してアジス ロマイ
シン注射剤 か らジス ロマ ック錠250mgへ 切 り替 えた場合 はこの限 りではない こと。

なお、本製剤の組織内濃度持続時間は長 く、投与終了後 も他の抗菌剤 との間 に相

加作用又は相乗作用の可能性 は否定できないので、本剤投与後に切 り替える場合 に

は慎重に行 うとともに、観察を十分に行 う等注意す ること。

5掲 示事項等告示の一部改正 について

新医薬品(薬 事法(昭 和三十五年法律第百四十五号)第 十四条の四第一項第一号に

規定す る新医薬品をい う。)に ついては、薬価基準 の収載 の翌 月の初 日か ら起算 して
1年 間は、原則、1回14日 分を限度 として投与又は投薬することとされてい るが、

処方 日数制限を行 うことが合理的でない と考えられる新医薬品について、当該処方 日

数制限の例外 を設 けているところ。

今般、掲示事項等告示 の改正 によって、新たに当該制限の例外 とされる新医薬品は、

次の とお りであること。

・リオベル配合錠HD及 び同LD



(参 考:新 旧対照 表)

◎ 「ア ダ リムマ ブ製剤 の保 険適 用 上 の取扱 い につ い て」(平 成20年6月13日 保 医発0613002号)記 の1の(4)

改 正 後 ヒ 現 行

1保 険 適 用 上 の 取 扱 い

(4)ア ダ リム マ ブ 製 剤(ヒ ュ ミ ラ皮 下 注40mgシ リン ジ0.8mL及 び 同

1保 険適用 上 の取扱 い

(4)'今 般 薬 価 基 準 に収 載 され た ア ダ リムマ ブ製 剤(ヒ ュ ミラ皮 下

20mgシ リン ジ0.4mL)に つ い て は針 付 注入 器 一体型 のキ ッ トで あ

る ので 、 在 宅 自己注射 指 導 管 理料 を算 定す る場合 、注 入器 加 算

及 び 注入 器 用注 射針 加 算 は算 定 で きない もので あ るこ と。

注40mgシ リンジO.8mL)に つ い て は針 付 注入 器 一 体型 の キ ッ トで

あ るので 、在 宅 自己注 射 指導 管 理 料 を算 定す る場 合 、注 入 器 加

算及 び注入 器用 注 射針 加 算 は算 定 で きない もので あ る こ と。

◎ 「使用i薬剤 の薬価(薬 価基準)の 一部改正 について」(平 成12年5,月31日 保 険 発114号)の 記のIIの1

改 正 後

11薬 価 基 準 の一部 改正 に伴 う留意 事 項 につ いて

1ジ ス ロマ ック カ プセ ル 小 児 用100mg、 ジ ス ロマ ッ ク細 粒 小 児 用

及びジスロマ ック錠250mgの 保険適用上の取扱い

本 製剤 は 、3日 間に限 り算定できる ものであること。 ただ し、ジス

ロマ ック錠250mgに つ いて は、用 法 ・用量 に関連す る使用 上 の注 意

に、「ア ジ ス ロマイ シ ン注射 剤 に よ る治 療 を行 っ・た肺 炎 に対 して、

本剤に切 り替える場合は、症状に応 じて投与期間を変更すること

が で き る。」 と記載 され て い るの で、 肺炎 に対 して ア ジス ロマイ

シ ン注射 剤 か らジスロマ ック錠250mgへ 切 り替 えた場合 は この 限り

で は な い'こ と 。

な お 、本製 剤 の組 織 内濃 度 持続 時 間 は長 く、投 与終 了後 も他 の

抗菌 剤 との蘭 に相加 作 用又 は相乗 作 用 の可能 性 は否 定で き ない の

で 、本 剤 投 与後 に切 り替 える場合 に は慎 重 に行 うとともに 、観 察

を十分 に行 う等 注意 す る こ と。

現 行

H薬 価基準の一部改正に伴 う留意事項について

1ジ ス ロマ ックカ プ セ ル 小児 用100mg、 ジ ス ロマ ック細 粒 小児 用

及びジスロマ ック錠250mgの 保険適用上の取扱 い 、

本製 剤 は、3目 問に限 り算定できるものであるこ と。

なお 、本製剤 の組 織 内濃 度持続 時 間は長 く、投 与 終 了後 も他 の

抗 菌剤 との 問 に相 加 作用 又 は相 乗 作用 の 可能性 は否 定 で き ない の

で 、本剤 投与 後 に切 り替 え る場 合 には慎 重 に行 うと ともに 、観 察

を十 分 に行 う等 注 意す る こ と。,し 、



(参 考)

薬価基準告示

No 薬価基準名 成分名 規格車位 薬 価(円)

1 内用薬 ア レ ロ ッ ク穎 粒0.5% オロパタジン塩酸塩 0.5%19 82,50'

2 内用薬 ガバペ ンシロ ップ5% ガバペ ンチ ン ,5%1mL 零1.90

3 内用薬 ゾ リンザカ プセル100mg ボ リノス タ ッ ト 100mg1カ プ セ ル 5,462.80

4 内用薬 トラゼ ンタ錠5㎡g
監

リナ グ リプチ ン 5mg1錠 209.40

5 内用薬

一

ネ キシ ウムカプセル10mg. エソメプラジールマグネジウム永和物 10mg1カ プセ ル' 96.70

6 内用薬 ネ キシ ウムカプセル20mg エ ソメプ ラゾニールマ グネ シ ウム水和物 20mg1カ プセ ル
『i

68.90

7 内用薬 ベ タ ニ ス錠25mg ミラベ グロン 25mg1錠 113.00

8 内用薬 ベ タ ニ ス 錠50無9 ミラベ グロン 50mg1錠 189.80

9 内用薬 ボ ノテオ錠50mg
¢

ミノ ドロン酸水和物
刷

50mg1錠
一

3,433.40

10 内用薬 リオベル配合錠HD
アログリプチン安息香酸塩 ・ピオグリ

タゾン塩酸塩
1錠 293.90

11 内用薬 リオベ ル配合錠LD'
アログリプチン安息香酸塩 ・ピオグリ
タゾン塩酸塩

1錠 235.20

12 内用薬 リカルボ ン錠 ミノ ドロン酸水和 物 50mg1錠' 3,433.40

13 注射薬
馬

キュ ビシン静注用350mg ダナ トマイ シン 350mg1瓶 13,154

14 注射薬 コアベ「 タ静注用ユ2.恥g ランジオ ロール塩 酸塩 12.5mg1瓶 2,634



No 薬価基準名' 成分名 規格単位 薬 価(円)

15 注射薬

9

ジ ス ロマ ック 点滴 静 注用500mg アジス ロマイシ ン水和物 500mg1瓶 2,496

16 注射薬 シ ンポニー皮 下注50舷 シ リンジ ゴリムマブ(遺 伝子組換え) 50mgO.5mL1笛 14孝 ・184

17 注射薬 ヒ ュ ミラ皮 下 注20mgシ リン ジ0.4mL アダリムマブ(遺 伝子組換え) 20mgO.4mL1筒 37,739

18 外用薬 オ ンブ レス吸入用 カブ:セル150μg イ ンンダカテ ローノヒ々 レイ ン酸塩 150μ91カ プセ ル 139.60

o


